
2022年度研究テーマ（関西）
・少数知財でも取り組めるIPランドスケープ
・少数知財における知的財産戦略のありかた
・少数知財の人材育成

1.参加者同士でネットワーク形成
2.討議を通じて新たな視点・ヒントを創造
3.自社にとってBESTな判断に役立てる
活動を通じて「相場感」を形成し、様々な気付
きを生み出しています。
個々の会社では実現できない知財担当者同士のセ
ッションを実現しています。

活動イメージ（関西）

日々の業務の中で生
まれる困りごと相談
こそが、活動のキモ！



少数知財研究会 in関西

2012年発足、10年目。
JIPA関西事務所を中心に、
近畿圏から九州までのメンバー
22社で活動
少数規模の知財部門に
特有の課題について
日々議論を行っている。

東海も活動してます！

知財部員10名以下のJIPA会
員を「少数知財会員」と定義し、
少数故の課題解決を検討する
研究会として「少数知財研究
会」を発足し活動しています

少数知財研究会とは・・

Memo



2017年発足、5年目。
JIPA関東事務所管内の会員

企業を中心に、東日本の
メンバー38社で活動。
少数規模の知財部門に
特有の課題について
日々議論を行っている。

少数知財研究会 in関東

「少数知財会員」はJIPA会員
の半数以上を占めています。

実は・・
Memo

9名以下

57％

10-19名
19％

20名以上
24％

出典：知的財産管理に関する実態調査
(2021年10月調査）
JIPA,2021年12月
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157社

JIPA会員
650社



1.なんでもやる 少数知財だからこその
興味・関心に合わせたグループ編成

2.グループごとにリーダーを置く自主的な運営
3.ギブアンドテイクで相互に有意義な情報交換
4.少人数の固定メンバーで毎月話すので、
気軽にコミュニケーション可能

活動イメージ（関東）

2022年度研究テーマ（関東）
・「知財戦略」 (グループ１)

・「職務発明」 （グループ２A）

・「開発部門への教育」 （グループ２B）

・「知財管理」 （グループ3）
・「知財実務」 （グループ4）

2022年は外部講師
を招いて商標系判決
セミナーを実施！
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